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明
治
法
律
学
校
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法
講
座
の
変
遷

明
治
三
六
年
ま
で
！
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一
　
は
じ
め
に

鈴

木

俊

光

　
ひ
と
一
人
の
八
五
年
の
歴
史
は
容
易
に
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
校
の
古
い
歴
史
は
こ
れ
を
容
易
に
知
り
得
な
い
。
明
治
大

学
の
歴
史
に
つ
い
て
も
同
断
で
あ
っ
て
、
僅
か
に
残
る
校
史
と
、
幸
い
に
し
て
そ
の
機
会
を
得
た
法
曹
界
の
大
先
輩
天
野
敬
一
、
長
谷
川

太
一
郎
両
弁
護
士
の
談
話
と
を
補
綴
し
つ
つ
、
こ
こ
に
わ
が
校
の
民
事
訴
訟
法
講
座
の
歴
史
を
整
理
し
残
そ
う
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
、
明

治
大
学
に
現
存
す
る
一
番
古
い
校
史
は
、
校
友
田
能
邨
梅
士
氏
が
明
治
三
四
年
に
書
き
残
し
た
「
明
治
法
律
学
校
二
〇
年
史
」
で
あ
る

が
、
そ
の
序
文
中
に
、
学
校
の
幹
事
で
あ
り
、
民
訴
法
の
講
義
も
担
当
し
た
前
田
孝
階
講
師
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
「
片
々
た

る
小
冊
子
と
錐
も
、
能
く
綱
要
を
提
え
て
秩
序
井
然
、
栄
枯
盛
衰
の
跡
、
歴
々
指
摘
す
べ
し
。
此
の
書
、
蕾
に
本
校
の
歴
史
を
詳
悉
す
る

に
止
ま
ら
ず
、
又
明
治
法
制
史
の
一
部
と
し
て
見
る
を
得
べ
し
」
と
。

　
ま
こ
と
に
、
明
治
法
律
学
校
が
時
代
の
要
請
を
に
な
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
時
代
的
背
景
を
お
い
て
校
史
を
語
る
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こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
時
期
に
お
い
て
は
こ
と
に
こ
の
感
が
深
く
、
行
政
官
と
司
法
官
の
分

離
、
法
曹
人
の
養
成
の
急
務
、
フ
ラ
ン
ス
法
学
か
ら
ド
イ
ッ
法
学
へ
の
転
向
な
ど
の
当
時
の
国
家
が
当
面
し
た
法
制
度
上
の
諸
問
題
が
、

そ
の
ま
ま
色
濃
く
校
史
の
上
に
も
影
を
お
と
す
の
で
あ
る
。
前
掲
校
史
の
語
る
明
治
二
七
年
か
ら
三
九
年
ま
で
の
民
法
典
論
争
後
の
「
否

運
」
校
風
の
萎
塵
不
振
な
ど
も
そ
の
背
後
に
眼
を
む
け
れ
ば
、
法
制
度
に
お
け
る
仏
法
か
ら
独
法
へ
の
転
向
と
い
う
時
代
的
な
動
き
に
遠

因
を
探
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
が
取
扱
う
民
訴
法
の
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
の
間
の
動
き
が
観
取
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
訴
訟
と
切
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
裁
判
所
制
度
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
国
家
権
力
の
一
分
肢
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
よ
り

一
層
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
、
ま
ず
時
代
的
背
景
と
し
て
、
明
治
三
六
年
ま
で
の
わ
が
国
の
裁
判
所

制
度
（
法
）
、
民
事
訴
訟
制
度
（
法
）
を
べ
つ
見
し
、
つ
い
で
、
う
か
が
い
う
る
範
囲
で
の
講
座
担
当
者
と
講
義
内
容
の
概
略
に
つ
い
て
の

べ
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
そ
の
時
代
的
背
景

　
e
　
わ
が
国
の
裁
判
機
構
の
整
備
は
明
治
政
府
が
そ
の
存
立
に
か
け
て
も
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
政
治
的
課
題
、
す
な
わ
ち

不
平
等
条
約
の
撤
廃
に
つ
ら
な
る
要
請
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
き
わ
め
て
急
速
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
民
事
裁
判
の
系
列
に
つ
い
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
な
ら
ば
、
明
治
元
年
一
月
一
七
日
定
め
ら
れ
た
三
職
七
科
の
一
科
、
会
計
事
務
科
に
は
じ
ま
り
、
そ
れ
が
会
計
事
務
局
↓
会
計
官
↓
民

部
官
↓
民
部
省
と
名
称
を
か
え
な
が
ら
取
扱
っ
て
き
た
も
の
を
、
明
治
四
年
に
司
法
省
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
別
の
系
列

で
取
扱
わ
れ
て
い
た
刑
事
裁
判
事
務
と
併
せ
て
同
省
に
引
継
が
れ
、
江
藤
新
平
の
司
法
卿
就
任
と
と
も
に
、
以
後
、
矢
つ
ぎ
ぼ
や
に
改
革

が
な
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
明
治
四
年
、
司
法
省
は
東
京
府
の
聴
訟
断
獄
事
務
を
引
継
ぎ
、
そ
の
一
局
を
東
京
裁
判
所
と
称
し
た
。
こ
れ
が
裁
判
官
庁
を
公
式
に
裁
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判
所
と
称
し
た
は
じ
め
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
編
「
明
治
文
化
史
．
法
制
編
」
二
一
四
頁
）
。
な
お
、
　
こ
の
年

八
月
に
は
、
こ
の
度
の
政
体
変
革
に
と
も
な
い
司
法
官
を
諸
方
に
分
置
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
法
律
家
を
育
成
す
る
こ
と
は

「
即
今
至
急
」
の
件
で
あ
る
と
し
て
、
司
法
省
内
に
明
法
寮
が
設
置
さ
れ
以
後
明
治
九
年
廃
止
さ
れ
る
ま
で
幾
多
の
人
材
を
輩
出
し
た
の

で
あ
る
。

　
明
治
五
年
に
は
「
司
法
職
務
定
制
」
（
大
政
官
無
号
達
）
が
制
定
さ
れ
、
裁
判
所
は
、
司
法
省
臨
時
裁
判
所
・
司
法
省
裁
判
所
．
出
張
裁

判
所
・
府
県
裁
判
所
・
区
裁
判
所
の
五
種
が
設
け
ら
れ
、
つ
い
で
明
治
八
年
に
は
大
審
院
が
創
設
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
司
法
制
度
の
大
改

革
が
行
わ
れ
た
。
「
大
審
院
諸
裁
判
所
職
制
章
程
」
（
大
政
官
布
告
九
一
号
）
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
大
審
院
・
上
等
裁
判
所
．
府
県
裁
判
所

の
三
種
で
あ
り
、
府
県
裁
判
所
は
そ
の
管
内
に
支
庁
を
設
け
う
る
も
の
と
さ
れ
た
。
府
県
裁
判
所
は
事
件
の
軽
重
に
関
係
な
く
、
初
審
と

し
て
裁
判
し
、
上
等
裁
判
所
は
府
県
裁
判
所
の
裁
判
に
不
服
あ
る
も
の
の
控
訴
審
と
し
て
の
事
務
を
取
扱
い
、
大
審
院
は
民
刑
事
裁
判
の

上
告
審
と
し
て
全
国
法
権
の
統
一
を
目
的
と
す
る
裁
判
所
で
あ
る
。
こ
の
改
革
に
よ
り
初
め
て
司
法
行
政
機
関
と
し
て
の
司
法
省
と
裁
判

機
関
と
し
て
の
裁
判
所
が
分
離
区
別
さ
れ
、
ま
た
こ
の
と
き
初
め
て
裁
判
所
に
お
け
る
裁
判
官
と
い
う
意
味
で
の
判
事
・
判
事
補
と
い
う

制
度
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
改
革
は
全
国
的
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
府
県
裁
判
所
を
設
置
し
な
い
諸
県
に
お
い
て

は
、
県
令
、
参
事
が
判
事
を
兼
任
し
、
行
政
官
に
よ
る
裁
判
が
残
存
し
た
の
で
あ
る
。
府
県
裁
判
所
は
翌
九
年
地
方
裁
判
所
と
改
称
さ
れ
、

同
時
に
本
庁
、
支
庁
管
内
に
区
劃
を
定
め
て
区
裁
判
所
を
設
置
す
る
と
と
も
に
従
来
の
支
庁
は
す
べ
て
区
裁
判
所
と
し
て
整
理
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
明
治
二
二
年
治
罪
法
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
明
治
一
五
年
か
ら
は
従
来
の
上
等
裁
判
所
は
控
訴
裁
判
所
に
、
地
方
裁
判

所
は
始
審
裁
判
所
に
、
区
裁
判
所
は
治
案
裁
判
所
に
改
称
、
改
組
さ
れ
た
。

　
こ
の
間
の
司
法
制
度
整
備
の
手
本
と
な
っ
て
い
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
法
制
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
前
記
職
務
定
制
に
よ
れ
ば
検
事
は
刑

事
訴
訟
の
み
な
ら
ず
民
事
訴
訟
に
も
関
与
し
、
裁
判
の
当
否
を
監
視
し
、
聴
訟
に
連
班
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
検
事
の
民
事
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介
入
の
原
則
は
佛
法
に
な
ら
つ
た
も
の
で
あ
る
し
（
前
掲
「
明
治
文
化
史
」
二
二
九
頁
、
染
野
「
裁
判
制
度
」
日
本
近
代
法
発
達
史
七
〇
頁
）
、
大
護
は
・
ラ
・
ス
の
鑛
院
に

な
ら
い
（
魏
鞠
駿
離
雍
髭
鎮
講
．
司
㌣
前
記
面
年
の
裁
判
所
の
改
称
も
・
ラ
・
ス
の
裁
判
所
名
の
直
訳
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
（
三
ヶ
月
「
司
法
制
度
の
現
状
と
そ
の
改
革
」
現
代
法
講
座
5
一
五
頁
）
。
　
フ
ラ
ン
ス
に
範
を
と
つ
た
最
大
の
理
由
は
、
当
時
フ
ラ

ン
ス
が
世
界
最
親
の
司
法
制
度
を
も
つ
て
い
た
国
で
あ
つ
た
こ
と
と
と
も
に
、
封
建
的
体
制
を
清
算
し
て
強
大
な
中
央
集
権
的
国
家
を
目

指
し
て
い
た
わ
が
国
に
と
つ
て
、
大
革
命
の
産
物
と
し
て
団
体
制
下
の
司
法
制
度
の
乱
脈
分
立
を
一
挙
に
洗
い
流
し
中
央
政
府
の
強
力
な

統
制
の
下
に
均
一
か
つ
画
一
的
な
司
法
組
織
を
全
国
に
亘
つ
て
整
備
し
た
中
央
集
権
的
単
一
国
家
で
あ
つ
た
フ
ラ
ン
ス
が
、
国
家
構
造
の

面
で
類
似
し
た
関
係
に
あ
つ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
三
ヶ
月
「
前
掲
書
」
一
九
頁
）
。

　
し
か
し
、
こ
の
時
期
を
頂
点
と
し
て
、
や
が
て
わ
が
国
の
政
治
担
当
者
の
眼
は
ド
イ
ツ
に
向
つ
て
移
つ
て
ゆ
く
。
明
治
一
五
年
三
月
、

時
の
政
府
の
実
力
者
伊
藤
博
文
は
憲
法
調
査
の
た
め
プ
ロ
イ
セ
ン
に
学
び
、
翌
一
六
年
帰
朝
し
て
制
度
取
調
局
を
設
け
国
政
の
改
革
に
着

手
し
た
が
、
こ
の
と
き
伊
藤
の
胸
中
に
あ
つ
た
も
の
は
「
実
に
英
・
米
・
仏
の
自
由
過
激
論
者
の
著
述
而
己
を
金
科
玉
条
の
如
く
誤
信
し
、

殆
ん
ど
国
家
を
傾
け
ん
と
す
る
の
勢
は
今
日
我
国
の
現
状
に
御
座
候
へ
共
、
之
を
挽
回
す
る
の
道
理
と
手
段
と
を
得
候
」
と
い
う
在
独
中

岩
倉
具
視
に
宛
て
た
彼
の
手
紙
（
前
掲
「
明
治
文
化
史
」
二
九
九
頁
）
に
託
し
た
自
信
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
く
て
、
明
治
一
八
年
に

太
政
官
制
が
廃
止
さ
れ
、
内
閣
制
度
が
創
設
さ
れ
行
政
組
織
の
中
心
が
近
代
的
な
体
制
を
と
と
の
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
司

法
制
度
も
整
備
さ
れ
、
明
治
一
九
年
、
後
の
裁
判
所
構
成
法
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
「
裁
判
所
官
制
」
（
勅
令
四
〇
号
）
が
公
布
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
勅
令
は
裁
判
所
の
構
成
に
つ
い
て
は
控
訴
院
と
改
称
し
た
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
裁
判
官
、
検
察
官

の
任
用
方
法
、
資
格
、
司
法
行
政
の
監
督
の
系
列
等
、
裁
判
機
関
内
部
に
お
け
る
組
織
に
つ
い
て
規
定
す
る
と
と
も
に
、
特
に
裁
判
官
の

身
分
保
障
を
確
立
し
、
司
法
権
独
立
の
た
め
の
不
可
欠
へ
要
件
を
採
り
入
れ
た
の
で
あ
る
（
染
野
前
掲
「
司
法
制
度
」
二
六
頁
）
。

　
裁
判
所
機
構
は
か
く
し
て
漸
次
、
整
備
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
と
憲
法
施
行
の
準
備
の
た
め
に
は
さ
ら
に
制
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度
の
整
備
確
立
が
要
請
さ
れ
、
こ
と
に
条
約
改
正
準
備
の
た
め
の
法
典
編
纂
の
一
環
と
し
て
裁
判
所
構
成
法
が
起
草
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ

た
。
そ
し
て
、
明
治
一
七
年
東
京
大
学
法
学
部
で
ロ
ー
マ
法
お
よ
び
公
法
を
講
ず
る
た
め
に
来
朝
し
た
ド
イ
ツ
人
ル
ド
ル
フ
が
こ
れ
に
あ

た
つ
た
。
ル
ド
ル
フ
の
草
案
は
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
制
度
に
な
ら
つ
た
も
の
で
、
更
に
法
律
取
調
委
員
会
、
内
閣
、
元
老
院
、
枢
密
院
の

審
議
を
経
て
、
明
治
二
三
年
二
月
公
布
（
法
律
第
六
号
）
さ
れ
、
同
年
一
一
月
一
日
施
行
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
　
こ
こ
で
は
裁
判
所
は
区
裁

判
所
・
地
方
裁
判
所
・
控
訴
院
・
大
審
院
の
四
級
で
あ
り
、
三
審
制
を
と
つ
た
。
な
お
、
ル
ド
ル
フ
の
草
案
と
前
後
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

に
よ
つ
て
も
司
法
裁
判
所
構
成
法
案
が
作
ら
れ
て
い
る
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
（
前
掲
「
明
治
文
化
史
」
四
〇
三
頁
）
。
当
時
の
政
府
当
局
が

指
向
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
る
と
き
、
け
だ
し
当
然
の
な
り
ゆ
き
だ
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
口
　
明
治
期
に
お
け
る
民
事
訴
訟
制
度
の
形
式
は
、
法
令
制
度
の
面
か
ら
み
る
と
、
明
治
三
年
の
府
藩
県
交
渉
准
判
規
程
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
後
多
数
の
太
政
官
、
司
法
省
等
の
布
達
ま
た
は
指
令
等
が
発
令
さ
れ
て
民
事
訴
訟
手
続
の
慣
例
を
形
成
し
な
が
ら
、
明
治
二
三
年
に

至
り
は
じ
め
て
統
一
的
、
体
系
的
な
法
典
で
あ
る
旧
民
訴
法
典
の
成
立
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
二
つ
の
特
徴
に
気
付

く
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
明
治
四
年
司
法
省
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
は
、
民
事
訴
訟
の
処
理
は
行
政
の
分
野
の
問
題
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
換
言
す
れ
ば
、
変
動
期
の
新
政
府
に
と
つ
て
権
力
行
使
の
対
象
と
し
て
把
握
の
対
象
と
な
つ
た
も
の
は
裁
判
の
う
ち
で
は
刑
事
裁
判

で
あ
つ
た
こ
と
（
染
野
前
掲
「
裁
判
制
度
」
二
〇
頁
）
、
さ
ら
に
一
つ
は
、
裁
判
所
制
度
は
国
家
権
力
に
直
接
つ
ら
な
る
組
織
上
の
問
題
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
訴
訟
手
続
は
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
両
者
は
密
接
に
関
連
し
な
が
ら
も
制
度
形
成
の
う
え
に
微
妙
な
差
異
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
は
以
上
二
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
、
訴
訟
制
度
形
成
の
過
程
を
概
観
し
よ
う
。

　
前
記
府
藩
県
交
渉
訴
訟
准
判
規
程
は
民
部
省
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
、
ほ
ん
ら
い
二
府
藩
県
に
ま
た
が
る
事
件
に
つ
い
て
の
府
藩
県
の
裁

判
規
定
で
あ
る
が
、
新
政
府
に
よ
る
は
じ
め
て
の
あ
る
程
度
ま
と
ま
つ
た
裁
判
手
続
の
規
定
と
し
て
、
広
く
そ
の
後
の
手
続
規
準
と
な
つ
た

　
　
　
　
　
　
（
2
）

も
の
と
思
わ
れ
る
。
規
準
中
に
は
管
轄
・
訴
状
、
答
書
を
は
じ
め
審
理
手
続
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
明
治
五
年
に
は
前
出
「
司
法
職
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務
定
制
」
に
よ
つ
て
、
裁
判
所
と
と
も
に
聴
訟
順
序
も
定
め
ら
れ
、
目
安
糺
、
初
席
、
落
着
と
い
う
よ
う
な
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
後
、
明
治
六
年
に
至
つ
て
外
国
法
に
範
を
も
と
め
た
「
訴
管
文
例
」
（
太
政
官
布
告
第
二
四
七
号
）
が
制
定
さ
れ
、
第
一
審
民
事
手
続
の
大

枠
が
形
成
さ
れ
た
。
翌
七
年
に
は
「
裁
判
所
取
締
規
則
」
（
司
法
省
布
達
甲
第
九
号
）
に
よ
つ
て
裁
判
の
公
開
、
訴
訟
指
揮
、
法
廷
警
察
、
遅

参
、
不
参
者
に
対
す
る
制
裁
な
ど
の
定
め
が
な
さ
れ
、
ま
た
「
民
事
控
訴
略
則
」
（
太
政
官
布
告
第
五
四
号
）
も
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
明

治
八
年
に
は
大
審
院
創
設
に
伴
い
「
控
訴
上
告
手
続
」
（
太
政
官
布
告
第
九
三
号
）
や
、
　
「
民
事
ノ
裁
判
二
成
文
法
律
ナ
キ
モ
ノ
ハ
習
慣
二
依

リ
習
慣
ナ
キ
モ
ノ
ハ
修
理
ヲ
推
考
シ
テ
裁
判
ス
ヘ
シ
」
（
第
三
条
）
と
い
つ
た
「
裁
判
事
務
心
得
」
（
太
政
官
公
布
第
百
三
号
）
な
ど
が
公
布
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
た
。
翌
九
年
に
は
代
言
人
に
関
す
る
詳
細
な
規
則
「
代
言
人
規
則
」
（
司
法
省
甲
第
一
号
布
達
）
が
定
め
ら
れ
、
代
言
人
の
裁
判
所
の
補
助

機
関
と
し
て
の
地
位
が
難
す
る
と
と
も
に
訴
訟
代
理
の
役
割
が
撃
化
し
た
（
鎌
離
耐
韓
堅
韻
Y

　
こ
の
時
期
を
峠
と
し
て
、
そ
の
後
は
明
治
一
三
年
に
「
代
書
人
規
則
」
（
司
法
省
甲
第
一
号
布
告
）
が
、
翌
一
四
年
に
は
治
罪
法
の
施
行
と

と
も
に
民
事
裁
判
権
に
関
す
る
治
審
裁
判
廣
、
始
審
裁
判
所
の
権
限
（
太
政
官
布
告
第
八
三
号
）
が
、
明
治
一
七
年
に
は
「
民
事
訴
訟
用
印
紙

規
則
」
（
太
政
官
布
告
第
五
号
）
、
「
勧
解
略
則
」
（
司
法
省
達
丁
第
二
一
二
号
）
な
ど
が
規
定
さ
れ
、
単
行
法
に
よ
る
個
別
の
修
正
、
整
備
が
な
さ

れ
つ
つ
、
だ
い
た
い
こ
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
制
度
が
行
わ
れ
て
旧
民
訴
法
典
の
編
纂
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
間
、
裁
判
と

並
ん
で
そ
れ
に
よ
つ
て
裁
判
所
機
構
の
不
完
全
さ
を
補
助
し
、
全
国
的
な
裁
判
権
行
使
を
確
保
す
る
と
い
う
時
代
的
要
請
に
も
合
致
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

も
の
と
し
て
勧
解
す
な
わ
ち
和
解
の
勧
奨
が
制
度
化
さ
れ
紛
争
解
決
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
統
一
的
、
体
系
的
な
民
事
訴
訟
法
典
の
編
纂
に
つ
い
て
は
明
治
五
年
に
す
で
に
司
法
省
の
「
詞
訟
法
」
の
概
略
を
定
め
た
い
と
い
う
希

望
で
、
原
、
被
告
条
例
の
草
案
が
作
成
さ
れ
た
が
施
行
さ
れ
ず
、
そ
の
後
江
藤
新
平
に
よ
つ
て
訴
訟
法
略
則
も
で
き
た
が
、
こ
れ
も
施
行

さ
れ
な
か
つ
た
。
明
治
一
三
年
に
は
一
八
〇
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
民
訴
法
典
に
な
ら
つ
た
訴
訟
法
草
案
が
元
老
院
に
よ
つ
て
作
成
さ
れ
た

が
、
こ
れ
も
そ
の
ま
ま
に
な
り
、
こ
の
ほ
か
草
案
と
し
て
は
明
治
一
六
年
に
司
法
省
の
依
頼
に
よ
り
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
手
で
日
本
訴
訟
法
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財
産
差
押
法
草
案
が
作
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
と
前
後
し
て
公
表
さ
れ
な
か
つ
た
訴
訟
法
草
案
も
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
記
佛
民
訴
法
典

と
体
裁
、
内
容
に
お
い
て
同
じ
く
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
手
に
よ
つ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
公
布
、
施
行
さ
れ
た
旧
民
訴
法
は
、
明
治
一
七
年
プ
ロ
シ
ャ
の
県
参
事
官
で
あ
つ
た
テ
ヒ
ヨ
ー
に
よ
つ
て
、
当
時
の
最
新
法
典
で
あ
る

一
八
七
七
年
の
ド
イ
ツ
民
訴
法
を
基
本
と
し
て
、
一
八
六
七
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
訴
訟
法
草
案
や
、
仏
、
英
、
米
の
法
理
原
則
で
あ
つ
て

従
来
日
本
の
実
際
に
お
い
て
応
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
酌
し
な
が
ら
起
草
さ
れ
、
そ
の
後
、
訴
訟
規
則
取
調
委
員
会
に
よ
つ
て
審
議
さ

れ
、
明
治
一
九
年
、
司
法
大
臣
に
草
案
提
出
、
さ
ら
に
法
律
取
調
委
員
会
の
審
議
を
経
て
明
治
二
一
二
年
公
布
、
翌
二
四
年
施
行
さ
れ
た

（
以
上
沿
革
に
つ
て
は
前
掲
「
明
治
文
化
史
」
お
よ
び
兼
子
一
「
民
事
法
研
究
」
二
巻
五
頁
）
。
ド
イ
ツ
法
に
範
を
求
め
た
こ
と
は
裁
判
所
構
成
法
の

場
合
と
同
じ
く
、
政
府
当
局
の
考
え
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
り
、
法
律
取
調
委
員
会
の
段
階
で
審
議
に
関
与
し
た
元
ベ
ル
リ
ン
市
裁
判
所
判

事
の
モ
ッ
セ
は
グ
ナ
イ
ス
ト
の
影
響
を
う
け
、
滞
独
中
の
伊
藤
博
文
ら
に
憲
法
、
行
政
法
の
講
義
を
し
た
人
で
あ
つ
た
。
な
お
、
訴
訟
規

則
取
調
委
員
会
の
長
は
司
法
次
官
三
好
退
蔵
で
、
後
に
明
治
法
律
学
校
に
関
係
し
た
。

三
　
講
座
担
当
者
と
講
義
内
容
の
概
略

　
前
記
校
史
は
、
講
師
招
聰
の
年
月
は
明
記
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
担
当
の
科
目
、
内
容
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
て
い
な

い
。
お
そ
ら
く
は
、
講
師
の
数
も
多
く
な
く
、
ま
た
今
日
の
よ
う
に
専
門
化
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
現

存
す
る
講
義
録
と
長
老
両
弁
護
士
の
談
話
お
よ
び
校
史
を
総
合
し
て
民
訴
法
担
当
者
と
就
任
年
代
を
推
定
す
る
と
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

　
明
治
一
四
年
一
月
　
矢
代
操
、
岸
本
辰
雄
、
同
年
一
二
月
　
杉
村
虎
一
、
二
三
年
　
前
田
孝
階
、
二
四
年
一
〇
月
　
高
木
豊
三
、
二
五

年
十
一
月
　
長
鳴
鷲
太
郎
、
二
九
年
三
月
　
仁
井
田
益
太
郎
、
三
十
年
　
松
岡
義
正
、
三
二
年
岩
田
一
郎
、
三
六
年
　
板
倉
松
太
郎
。

　
矢
代
氏
に
つ
い
て
は
校
史
に
開
校
当
初
「
講
師
は
三
氏
の
み
に
て
そ
の
科
目
左
の
如
し
。
佛
国
民
法
半
部
及
民
事
訴
訟
法
、
矢
代
操
」
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と
あ
り
、
岸
本
氏
は
明
法
雑
誌
第
八
号
に
「
明
治
一
八
年
二
月
一
一
日
開
校
左
の
学
科
を
教
授
す
。
第
三
年
科
、
売
買
交
換
、
会
社
、
債

主
特
権
、
書
入
質
、
不
動
産
差
押
、
満
期
得
免
、
岸
本
辰
雄
」
と
あ
る
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
前
田
（
東
京
地
裁
所
長
）
、
仁
井
田
（
京
都

帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
）
、
　
岩
田
（
東
京
地
裁
部
長
）
の
三
氏
に
つ
い
て
は
民
訴
法
各
部
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
講
義
し
た
も
の
を
講
法
会
で
出

版
し
た
「
民
事
訴
訟
法
講
義
」
（
講
述
）
が
現
存
す
る
。
な
お
、
長
谷
川
弁
護
士
は
右
岩
田
氏
か
ら
直
接
教
を
受
け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

高
木
、
長
嶋
両
氏
は
弁
護
士
で
両
氏
が
民
訴
法
を
担
当
さ
れ
た
こ
と
は
天
野
弁
護
士
の
談
話
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
と
に
高
木
氏
に
は

「
民
事
訴
訟
法
論
綱
」
の
著
書
が
あ
り
、
明
治
三
三
年
の
卒
業
証
書
授
与
式
に
は
記
念
と
し
て
自
著
を
与
え
た
こ
と
が
校
史
に
誌
さ
れ
て

い
る
。
松
岡
、
板
倉
両
氏
は
学
者
で
民
訴
法
関
係
の
大
著
が
あ
り
、
民
訴
法
担
当
で
あ
つ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
杉
村
氏
（
公
使
館
一

等
書
記
官
）
に
つ
い
て
は
前
出
明
法
雑
誌
中
の
同
箇
所
に
「
第
二
年
科
　
訴
訟
法
　
杉
村
虎
＝
　
と
あ
る
が
訴
訟
法
と
い
う
の
が
民
訴
法

で
あ
つ
た
か
ど
お
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
以
上
の
諸
氏
に
つ
い
て
は
上
記
の
よ
う
な
根
拠
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
講
座
担
当
者
か
ど
お
か
、
に
わ
か
に
断
定
で
き
な
い
三
氏

が
お
ら
れ
る
。
宮
城
浩
蔵
、
三
好
退
蔵
、
今
村
信
行
氏
ら
で
あ
る
。
宮
城
氏
に
は
「
民
事
訴
訟
法
正
義
」
の
著
書
が
あ
り
、
現
存
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
る
い
は
と
の
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
右
書
物
は
前
記
前
田
氏
ら
の
講
義
録
と
比
較
し
て
、
講
法
会
の
出
版

で
は
な
く
、
同
会
内
の
「
新
法
注
釈
会
の
出
版
」
と
な
つ
て
い
る
こ
と
、
　
「
講
述
」
で
は
な
く
「
著
」
と
な
つ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
点
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

体
裁
を
異
に
し
て
い
る
し
、
校
史
も
同
氏
を
刑
法
の
大
家
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
点
を
考
え
あ
わ
す
と
、
民
訴
法
の
講
義
そ
の
も
の
は
さ

れ
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
前
記
著
作
は
代
言
人
と
し
て
諸
分
野
の
法
律
を
扱
わ
れ
た
同
氏
の
学
識
の
あ
ら
わ
れ
で
も

あ
ろ
う
か
。
三
好
氏
は
校
史
に
そ
の
名
を
発
見
し
な
い
が
、
天
野
弁
護
士
の
談
話
に
よ
れ
ば
講
師
と
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
し
、
そ

う
だ
と
す
る
と
、
前
記
の
如
く
民
訴
法
の
立
法
に
関
与
し
た
同
氏
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
民
訴
法
講
義
担
当
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
年
代
は
天
野
弁
護
士
の
在
学
が
明
治
二
六
年
か
ら
同
三
〇
年
の
問
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
時
代
と
推
測
さ
れ
る
。
今
村
氏
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も
、
同
様
、
校
史
に
は
そ
の
名
を
見
付
け
得
な
い
け
れ
ど
も
、
同
氏
に
は
前
記
前
田
氏
ら
と
同
形
式
の
民
訴
法
第
六
編
な
い
し
第
八
編

（
強
制
執
行
法
）
の
講
義
録
が
あ
り
、
現
存
す
る
以
上
、
民
訴
法
担
当
者
の
リ
ス
ト
に
加
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
思
わ
れ
る
。
同
氏
は

東
京
控
訴
院
部
長
か
ら
後
に
大
審
院
判
事
と
な
つ
た
人
で
あ
る
。

　
当
時
の
講
義
内
容
に
つ
い
て
は
校
史
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
ず
、
明
治
一
二
年
な
い
し
＝
二
年
に
「
茂
松
学
舎
、

講
法
学
舎
に
お
い
て
仏
法
及
我
邦
現
行
諸
法
令
を
教
授
」
し
た
こ
と
、
明
治
二
二
年
二
月
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
が
、
同
年
九
月
に
は

「
是
月
、
新
学
年
よ
り
政
府
の
許
可
を
う
け
て
、
民
法
、
商
法
及
訴
訟
法
の
草
案
を
講
義
す
。
蓋
し
従
来
は
佛
国
法
を
講
じ
、
傍
ら
同

法
の
名
義
の
下
に
草
案
の
法
理
を
授
け
し
に
、
此
の
時
よ
り
公
に
草
案
を
講
す
る
の
許
可
を
得
、
且
傍
ら
佛
国
法
を
講
す
る
」
こ
と
と
な

つ
た
こ
と
、
盟
治
二
七
年
九
月
「
訴
訟
演
習
の
方
法
を
改
正
し
、
第
三
年
生
を
し
て
第
一
審
よ
り
上
告
審
に
至
る
ま
で
の
実
務
を
練
習
」

さ
せ
た
こ
と
、
明
治
三
〇
年
、
衰
退
し
た
校
風
刷
新
の
た
め
、
新
学
年
の
開
始
に
際
し
、
一
大
改
革
を
企
て
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
科
目

を
編
成
し
直
し
、
民
訴
法
に
つ
い
て
は
「
民
訴
を
二
分
し
て
そ
の
一
半
を
第
三
学
年
の
科
目
に
移
し
」
　
「
毎
科
の
講
義
は
必
ず
学
年
内
に

完
了
す
る
こ
と
」
と
し
た
こ
と
、
　
「
学
理
の
応
用
、
実
務
の
練
習
を
為
さ
し
む
る
も
の
従
来
既
に
存
せ
し
も
亦
畷
廃
の
幣
あ
り
、
自
今
励

行
、
概
ね
毎
月
一
回
之
を
実
行
せ
ん
」
と
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
訴
訟
演
習
を
強
化
し
た
こ
と
、
明
治
三
四
年
に
は
「
第
二
学
年
で
民

訴
法
第
一
編
を
、
第
三
学
年
で
第
二
編
以
下
及
訴
訟
演
習
を
す
る
こ
と
と
な
つ
た
」
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
前
記
明
法
雑
誌
か

ら
第
二
年
科
、
第
三
年
科
に
そ
れ
ぞ
れ
「
擬
律
擬
判
」
と
い
う
学
科
目
が
配
列
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
上
叙
の
記
述
か
ら
、
当
時
ど
の
よ
う
な
講
義
、
学
習
が
な
さ
れ
て
い
た
か
、
お
お
よ
そ
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
な
お
、
附
言
す
れ

ぼ
、
旧
民
訴
法
草
案
は
明
治
一
九
年
六
月
司
法
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
後
、
印
刷
し
て
裁
判
所
に
も
頒
布
さ
れ
、
同
年
一
一
月
に
は
司
法
省

民
事
局
長
よ
り
控
訴
院
お
よ
び
始
審
裁
判
所
に
対
し
て
、
右
草
案
中
現
行
の
法
律
例
規
に
抵
触
し
な
い
事
項
は
以
後
そ
の
手
続
に
準
拠
し

て
取
扱
え
ば
そ
の
施
行
に
際
し
て
都
合
が
よ
い
だ
ろ
う
と
通
知
し
て
い
る
（
前
掲
「
明
治
文
化
史
」
四
一
八
頁
）
こ
と
を
知
れ
ぽ
、
前
記
の
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草
案
講
授
が
一
層
明
瞭
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
茂
松
学
舎
や
講
法
学
舎
と
い
う
の
は
、
明
法
寮
の
あ
と
民
間
で
法
学
教
育
を
し
た
機
関

で
、
わ
が
校
の
創
立
者
達
も
、
そ
こ
に
縁
り
の
あ
つ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
こ
で
佛
法
の
ほ
か
現
行
諸
法
令
が
教
授
さ
れ
て
い
た
と
す
れ

ば
、
わ
が
校
に
お
い
て
も
草
案
以
前
は
佛
法
と
な
ら
ん
で
前
記
二
で
の
べ
た
よ
う
な
各
種
の
法
令
、
こ
と
に
民
訴
手
続
に
つ
い
て
は
明
治

一
七
年
当
時
省
法
省
で
編
纂
し
た
当
時
の
成
文
法
お
よ
び
慣
習
法
四
九
五
条
よ
り
な
る
「
民
事
訴
訟
手
続
」
が
参
考
の
た
め
テ
ヒ
ヨ
ー
に

付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
（
兼
子
「
民
事
法
研
究
」
二
巻
七
頁
）
こ
れ
ら
に
も
と
つ
く
講
義
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
充
分
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
佛
法
に
つ
い
て
は
、
ポ
ニ
ヱ
ー
氏
「
仏
国
訴
訟
法
原
論
」
（
中
江
篤
助
訳
．
明
治
一
］
年
）
や
、
ベ
ク
ネ
i
氏
「
仏
国
訴
訟
講
義
」

（
渋
沢
忠
二
郎
訳
・
明
治
一
二
年
）
、
司
法
省
版
「
仏
国
訴
訟
法
提
要
」
（
明
治
一
九
年
）
な
ど
が
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
こ
れ
ら
参
考
書
に
よ
つ

て
教
授
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
擬
律
擬
判
と
い
う
の
は
、
校
史
に
「
（
司
法
省
）
規
則
課
分
局
に
お
い
て
民
刑
両
事
の
問
題
を
出
し
、
こ
れ
が
擬
似
擬
判
を
な
さ
し
め
以

て
法
律
を
研
究
し
本
判
の
事
務
を
練
習
せ
し
む
」
と
あ
る
の
で
こ
れ
に
よ
つ
て
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ぎ
に
訴
訟
演
習

に
つ
い
て
校
史
の
誌
す
と
こ
ろ
を
も
つ
て
結
び
と
し
よ
う
。
　
「
訴
訟
演
習
は
法
学
の
実
地
運
用
に
熟
せ
し
め
ん
が
為
に
或
は
刑
事
に
付
き

或
は
民
事
に
付
き
毎
月
一
回
之
を
行
ふ
。
裁
判
官
あ
り
、
陪
席
判
事
あ
り
、
検
事
あ
り
、
弁
護
人
あ
り
、
証
人
あ
り
、
原
告
あ
り
、
廷
丁

あ
り
、
巡
査
あ
り
、
宛
然
真
正
の
法
廷
を
現
出
せ
る
感
あ
り
。
学
生
を
し
て
そ
の
任
に
当
ら
し
め
、
校
友
之
を
助
け
、
而
し
て
裁
判
長
は

講
師
之
に
当
り
、
以
て
親
し
く
之
を
指
導
し
、
各
人
の
言
動
を
批
判
し
教
示
す
」
と
。
時
代
の
暁
の
鐘
を
鳴
ら
す
べ
く
、
講
師
、
学
生
、

校
友
一
体
と
な
つ
て
新
時
代
の
法
律
に
取
り
組
む
姿
を
活
写
し
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
・
　
（
1
）
会
計
事
務
課
、
会
計
事
務
局
で
裁
判
し
た
か
ど
お
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
会
計
官
で
取
扱
つ
た
こ
と
は
、
元
年
一
二
月
、
府
県
痢
、
取
捌
き

　
　
難
い
事
件
は
会
計
官
・
租
税
司
へ
差
出
す
べ
き
こ
と
が
達
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
前
掲
「
明
治
文
化
史
」
二
一
二

　
　
頁
、
染
野
「
裁
判
制
度
」
一
九
頁
）
。
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（
2
）
筆
者
の
手
許
に
「
人
民
訴
訟
心
得
　
巻
一
」
と
い
う
明
治
九
年
版
の
恐
ら
く
当
時
の
法
令
全
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
規
程
は
、

　
そ
の
最
初
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
「
明
治
文
化
史
」
二
三
三
頁
）
。

（
3
）
　
こ
の
場
合
の
範
と
な
つ
た
外
国
が
フ
ラ
ン
ス
か
イ
ギ
リ
ス
か
は
断
定
し
難
い
と
す
る
。
　
（
三
ヶ
月
「
司
法
制
度
の
現
状
と
そ
の
改
革
」
現
代
法

　
講
座
五
一
二
頁
）
。

（
4
）
代
言
人
規
則
の
前
に
、
明
治
五
年
「
司
法
職
務
定
制
」
明
治
六
年
「
代
人
規
則
」
に
代
理
人
に
つ
い
て
の
定
め
が
あ
る
（
日
本
弁
護
士
沿
革
史

　
六
頁
）
。

（
5
）
明
治
八
年
の
東
京
所
支
庁
管
轄
区
分
並
取
扱
仮
規
則
は
「
凡
民
事
二
係
ル
詞
訟
ハ
全
額
ノ
多
少
事
ノ
軽
重
ニ
カ
カ
ハ
ラ
ス
詞
訟
人
の
請
願
二
任

　
セ
支
庁
二
於
テ
勧
解
ス
ヘ
シ
」
と
定
め
、
そ
の
後
明
治
一
四
年
太
政
官
布
告
第
八
三
号
は
強
制
和
解
前
置
主
義
を
と
つ
た
（
染
野
「
司
法
制
度
！
二
二

　
二
頁
）
。

（
6
）
校
史
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
〇
年
講
法
会
が
設
け
ら
れ
、
明
治
三
〇
年
の
改
革
で
は
、
講
義
録
の
刷
新
も
あ
げ
ら
れ
、
講
義
録
は
日
々
の
講
義
を

　
筆
記
し
、
そ
の
講
師
の
校
閲
を
経
て
掲
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
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